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読み解ける社会課題・
お客様ニーズ・自社課題

取り巻く環境変化に対する認識 戦略の基本方針 重点戦略

　ビックカメラグループは、人口減少や環境問題への対応要請、高齢化の進行など、国内小売市場縮小と消費市場の
質的変化といった課題に対し、成長の基盤となる店舗の価値向上を図ると共に、店舗とECの融合による快適な買い
物体験の提供、リユース需要・認知の拡大に対する対応、インバウンド需要の質的変化への適応などに取り組むこと
で顧客接点を強化し、持続的な成長を果たしていきます。

　グループ各社の店舗網とEC網を活用した顧客基盤の拡充、
グループ内企業の機能を活用した売上・利益の最大化、サス
テナビリティ経営の推進を戦略の基本方針に掲げ、持続可能
な社会と企業の実現を目指します。

　店舗価値向上やグループ間連携、訪問サポート
事業の拡大を通じた店舗を起点とした顧客戦略、
買取・リユース事業やサービスサポート事業など
のグループアセット活用による買替需要の創出戦
略、インバウンド強化戦略を重点戦略に掲げ、成
長基盤の確立を目指します。

店舗価値の再定義

●店舗とECの融合で、より快適な買い物体験
●リユースに対する需要・認知拡大
●インバウンド需要の質の変化

粘着性のある顧客接点構築

●�継続的な関係を構築するための�
ロイヤルティの創出

デジタル領域の戦い方の検討

●�デジタルプラットフォーマーとの�
関わり方の見極め

●店舗を起点とした顧客囲い込み
●�生活様式やニーズの変化に寄り添った�
商品・サービスの提供

●��幅広い国籍の訪日客のニーズに応える商品・ 
サービスの提供によるインバウンド顧客基盤の拡充

●�グループアセットの活用による買替需要の創出
●�地域社会との繋がりによるビジネスチャンスの�
創出と地域の活性化

自社グループを取り巻く
環境認識

消費嗜好：リアル vs ネットの構図変化

●EC化率の上昇は鈍化、店舗価値が見直される
●リユースに対する意識変容
●訪日外国人の増加

競争環境：店舗期待値の変化～「買う」＋α

●�店舗は体験・情緒的価値や�
非日常を求める場所へ

技術革新：デジタルプラットフォーマーの台頭

●�デジタルプラットフォーマーによる�
寡占化の進行

マクロ環境：既存市場縮小と社会的要請

●人口減少・高齢化の進行・地方の過疎化
●環境問題への対応要請

環境変化に適合したターゲティング

●国内小売市場縮小と消費市場の質的変化
●キャリアのあるアクティブシニアの比率増加
●脱炭素社会の実現に向けた取り組み

ビックカメラグループでは環境変化に柔軟に対応し、

さらなる価値創造へ向け新たに「ビックカメラグループ中期経営計画-Vision2029-」を

策定しました。

当中期経営計画では事業を取り巻く現状認識を踏まえ、

それらを推進するために、3つの戦略基本方針を定め、

それぞれを実現するための重点戦略を策定し、推進しています。

A

グループ内企業の機能を活用した
売上・利益の最大化

グループ各社の店舗網とEC網を活用した
顧客基盤の拡充

●�持続可能な社会と企業の実現�
◦人的資本経営の推進�
◦グループ経営に関する情報開示の充実

サステナビリティ経営の推進による
環境・社会とのより良い関係の構築、
及びガバナンスの強化

C

2 グループ間店舗連携強化

3 訪問サポート事業の拡大

1 	成長の基盤となる店舗価値向上戦略

店舗を起点とした顧客戦略

1 買取・リユース事業強化

2 サービスサポート事業拡大

グループアセット活用による
買替需要の創出戦略

インバウンド強化戦略

ビックカメラグループ中期経営計画
- Vision 2029 -

2025年8月期~2029年8月期

さらなる価値創造に向けて
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財務・企業データさらなる価値創造に向けて価値創造の源泉イントロダクション




